
フランスで１８世紀後半から，１９世紀前半にかけて広

がったピトレスクという概念は主として版画で，後に

は，ディオラマなどで広がったわけで，サブカル

チャーとして発展してきたように見えるが，それでは

このピトレスクはファイン・アーツ，あるいはアカデ

ミックな美術の分野ではどういう働きをしたのだろう

か？ つまりハイカルチャーとしての美術，こうした

ピトレスクの動きにどのような影響をうけ，それにど

のような対応をしたのだろうか。

これはやや微妙な手つきを要する問題である。その

微妙さも含めて英国に模範的な例がある。ターナーで

ある。彼は一生旅をしながら描いたことでもわかるよ

うに，きわめてピクチャレスク・崇高系の画家であっ

た。彼はもともとトポグラフィー系の教育という当時

としては一段低く見られる教育を受けて出てきた画家

だったが，持ち前の才能を発揮して，史上最年少の２７

歳でアカデミー画家になってしまった。ということは

すなわち，後のフランスの画家が苦しんだようなアカ

デミーによる執拗ないじめに遭わずに済んだのであ

る。また彼は持ち前の才能を生かして英国中の，つい

でヨーロッパ中の《ピクチャレスク・ツアー》の原画

を水彩で大量に描き，これで金銭的な安心を確保しな

がら油絵のアカデミックな作品をすることができた。

英国ではアカデミーの誕生が遅かったこともあり，彼

は批判を受けながらもそれをものともしないで，自己

の信念をつらぬくことが出来たのである。それでは，

《ピクチャレスク・ツアー》の類はアルバイトで，油

絵が本来の作品かというとそうとは言えない。かれは

ピクチャレスク・ツアーでもちいたモチーフを油絵で

もそのまま使うことが多く，ロンドンの火事とか，大

荒れのセーヌ河とか，スイスのサンゴタール峠の嵐と

かいった崇高系のテーマを数多く手がけていることは

有名な事実である。しかし，彼は油絵作品を制作する

場合には，こうした崇高なテーマを，単なるテーマの

問題としては考えなかった。これを技法の問題として

とらえたのである。言いかえると，従来のトポグラ

フィックな技法では，こうした自然・災害を描ききれ

ないと考えた彼は従来とはまったく異なる描き方を考

えたのである。ここが彼の偉大な点であった。彼はピ

クチャレスクの画家として空前絶後である。しかしあ

えて言えば，英国ではターナーを継ぐ画家は現れな

かった。

フランスではどうか？ 実はフランスでは，１８００年

を過ぎた直後に生まれて，２０年代に成人に達した画家

たちがいた。ふつうロマン派，あるいは小ロマン派と

よばれるこうした画家たちはゆるやかな結束を保ち，

いくつかの共通する特徴をもっていた。具体的には

ジェリコーをやや先輩格として，ボニントン，ドラク

ロワ，ドゥカン，ドヴェリア，ロックプラン，ウジェー

ヌ・イザベイ，ブーランジェ，ポール・ユエらがい

る。こうした画家たちのうち何人かは風景画が専門で

あり，その内容から言ってむしろピトレスク派と呼ば

れるべきだが，そう呼ばれることはない。彼らが一括

してロマン派あるいは小ロマン派と呼ばれるように

なったのは，ジェリコーやドラクロワのようにロマン

派と呼ばれる方がふさわしい人々のほうが大きな仕事

をして，ピトレスク派を追い越してしまったこと，ま

たフランスでは２０年代以前も，以降も風景を人間の内

１９世紀ピトレスク派の画家たち（その１）

――ボニントンとポール・ユエ（前半）＊
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面性の表現とする考えがあったために，ロマン派の中

に一括して囲い込まれていってしまったのであろう。

すでにみたようにルソーは自然を自己の幸福感の表現

に使ったし，またアミエルは風景を表すのに「魂の状

態」という表現を使っている。実際，風景のもたらす

感動と魂の状態を区別できないことは数多くある。し

かしながら，風景のもつ詩情を，それ自体を表現する

個人，あるいは鑑賞する個人の内面的な感動にすべて

還元できない場合も多々あるだろう。ロマン派とい

う，理性よりも感覚を，美的規則よりも個人の内面を

重視したネーミングが，却ってこうした画家の持って

いた特性を見失わせることになることがないだろう

か。

彼らピトレスク派はある共通する特性を持ってい

た。英国からの強い影響を受け，ダヴィッドの弟子で

あったグロ男爵のアトリエに在籍したものが多いが，

しかしアカデミックな教育には嫌悪を感じていて早々

とアトリエを去ったものが多い，さらには『ピトレス

ク・ロマンティック紀行』に協力していること，当初

ノルマンディーを仕事の場としていること，例外を除

いて３０年代，４０年代にアカデミーのイジメにあい，ひ

どい貧乏生活を体験していること，などが挙げられ

る。

彼らは，当初，ロマン派と呼ばれることはなく，「英

国―ヴェネツィア派」と呼ばれたりしていた。また，

後にはそのリーダー格の名前を取って，「ボニントン

派」とよばれたこともある。当時の批評家たちはこう

したネーミングによって彼らをひとつのグループとし

て認識していたのである。２０世紀の初頭に活躍した美

術評論家のロザンタールはこのグループを「ロマン

派」と呼びながらこう書いている。「ロマン派は，ピ

トレスクの追求を自己の任務とした」１ ロザンタール

はさらにこのグループの代表的な作家として，ボニン

トンを挙げているが，彼においては「ロマン派的な熱

狂を喚起するものは何もない」２ とも書いている。つ

まり，とてもロマン派とは言い難い人物がリーダー格

だったという矛盾した説明を下しているのである。

もうひとつ興味深い点は，同じグループの中で，純

粋のロマン派と風景派が友情関係を持っていたことで

ある。実はドラクロワはユエと非常に仲が良かった。

また，ウジェーヌ・イザベイとジェリコーは年齢がす

こし離れていたから，むしろ親しい先輩後輩関係で結

ばれていた。こうしたグループにありがちなように，

その内部には友情もあるが，またライヴァル関係もあ

るので，その内部で風景派とロマン派というようにあ

まり競合しないところで，友情が成立したことは想像

に難くない。一言で言えば，このグループにはロマン

派的な性格を共有しながらも，むしろ《ピトレスク

派》という呼称の方が妥当であるような画家がその中

にいたのである。具体的にはボニントン，ユエ，イザ

ベイらである。彼らはノルマンディーのピトレスクな

風景をスタート台にして海へ，そうして森へと散って

いったのである。

そうした概略図を踏まえながら，何人かのピトレス

ク派の画家たちの素描を試みたい。

１，ボニントン

リチャード・パークス・ボニントンは１９世紀に入っ

たばかりの１８０２年１０月２５日に，イギリスのノッティン

ガム近くのアーノルドで生まれた。短命に終った彼の

生涯をしるしても，ごく短いものにならざるをえない

が，しかしそれは豊かで，無駄のないものであった。

父親リチャード・ボニントンはデッサンの教師であっ

たが，大酒飲みだったとか，革命思想にかぶれて仕事

を放り出していたとかいう説もある。母は病弱な人で

あったらしい。父は肖像画家，版画商を兼ね，１７９７年

と１８０８年には英国の王立アカデミーに展示したことも

あったから，父が彼の最初の先生になったのは当然で

ある。父の版画のコレクションが息子の目を養う助け

になったことも間違いない。彼は幼時から大変な絵の

才能を示し，すでに１１歳で絵の展示を行ったと言われ

ている。しかし家族はこの当時の大不況の波に襲われ

て，１８１７年に一家は財産をぜんぶ売り払ってフランス

では一番イギリスに近い町で，ノッティンガムとも緊

密な通商関係のあったドーバー海峡のカレーに身を落

ち着けた。この当時流行していた tulleの製造をカ

レーで行って，一旗揚げようとしたのである。もとも

とカレーは２１１年のあいだ，英国領だった経験もあ

り，長い間イギリス人のコロニーが存在して，政治

的，個人的な理由で本国にいられなくなった英国人の

たまり場であったと言われ，イギリスと比べれば物価

が安く，新聞には英語とフランス語で広告が載るほど

で，英国人が必要とする物品が高級布地をのぞいて何

でも手に入ったという。この当時，英国での経済的な

１ Rosenthal, Peinture romantique, p. 191

２ Rosenthal. Peinture romantique, p. 201

３ Pointon, 1985(a), p. 25
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苦境を逃れてカレーに渡った英国人も多かったとい

う３。ナポレオン政権の成立で，イギリスに帰ってい

た人たちが，同政権の１８１５年の崩壊を受けて，本格的

に復帰した時期でもあった。

また，大陸にわたる英国人の画家たちは，ここから

上陸するのを常としていたが，イギリスとは異なる穏

やかな空，あまり霧のでない大気層，そして英国に戻

ることも簡単であったから，ここに長くとどまる画家

もいた。大陸の封鎖がとけたあとしばらくは，カレー

が，ちょうどのちのフランス人の画家にとってのバル

ビゾンのように，風景画にあこがれる画家たちの集合

場所になったようである。ホガースの『カレーの門』

以降，画家たちはこのんでこの港町の情景を描いた。４

この時ボニントンは１５歳であったが，最初彼は父の

布地製造のアトリエで見習いをさせられていたが，偶

然が幸いしてこのカレーで画家ルイ・フランシアに師

事することになった。フランシアという人は現在では

いささか忘れられた存在だが，当時はある程度は知ら

れた水彩画家であった。このカレー出身のフランス人

は，長い間ロンドンで過ごした人で，出来たばかりの

水彩画家協会の書記を務めるなどした人である。この

画家の指導を受けて彼は水彩画の技術にあっという間

に通じた。この当時のイギリスは水彩画の分野で優れ

た才能がたくさん出たことで知られており，その最良

の代表者はフィールディング兄弟，フランシアの先生

であったトーマス・ガーティン，またサミュエル・プ

ラウトがいる。彼らの人気があったのは，当時ひろ

がった旅行の流行によって風景に対する趣向が拡が

り，風景を描くのに，またトポグラフィックな風景版

画の下絵として，水彩画が非常に都合がよかったこと

による。特に水彩画がもたらす軽やかで移ろいやす

く，流れるような光の効果の表現に対する関心があっ

たのだろう。ボニントンは先生の話から，また先生の

所蔵画から，ここに名をあげた画家たちのそうした手

法を学んで，非常に得るものがあったと思われる。そ

ういう意味で彼は，フランスで学び，フランス人に教

わったにもかかわらず，やはりイギリス人であるとい

うことも言える。

両親がパリに転居したので，これについて上洛した

ボニントンは画家たちがよく行うようにルーヴルで傑

作の模写に精をだした。ただし，水彩で。この当時，

ルーヴルはイタリアの傑作群を入手して，ナポレオン

時代に一般に公開し，画家たちがイーゼルを立てて自

由に模写することを許すようになったのである。彼は

また，フランドル派の画家たちの絵，ヘラルト・ダ

ウ，レンブラント，ルーベンス，ヴァン・ダイク，メ

ツらの作品などを模写していたようである。この時期

に彼はドラクロワと知り合った。ドラクロワは，トレ

＝ビュルガー宛の手紙の中で，この「この短い上着を

きた少年」について語っている。「彼もまた黙って，

模作を試みていました。水彩画で。［．．．］彼はすでに

驚くべき熟練を示していました。この当時，水彩画は

イギリス風の新様式だったのですが」このエピソード

はおそらく１８１９年ごろのことと思われる。

この頃ボニントンは，当時もっとも有名だった画塾

であるグロ男爵のアトリエに入った。グロはダヴィッ

ドの弟子で，こちこちのアカデミー派ではなく，むし

ろ鮮やかな色彩にこだわるタイプだった。オリエンタ

リストでもあったが，色彩に関する点を除いて，弟子

には古典的な教育をしたようである。彼の弟子の中に

は何人もの高名なコロリスト（色彩を強調するタイプ

の画家）が出た。この先生は口うるさい人で，この新

弟子の才能に大いに注目し「この若者は巨匠である」

とまで言ったが，しかしボニントンのお気楽な怠けぶ

りが我慢ならなかったと言われている。それで先生は

弟子の素行を手厳しくやっつけたので，二人はけんか

別れすることになったと書いている評者もいる。しか

し，ことの真相はそういうことだけではないだろう。

グロはフランスの典型的な古典的教養の中から出てき

た人で，彼の施す教育ももちろんそうした正統的な物

であった。もちろん，ボニントンはそこから多くの物

を得たが，同時に受け入れがたいと思うことも多かっ

たのだろう。方法的に衝突したと考える方が妥当だろ

う。それにボニントンはランボーのように生きること

に急いだ人物だったから，悠長なクラシック教育など

受けている暇はなかったのだろう。

しかし，この時代に彼が知り合った画家仲間はたく

さんいる。その中には Ch・リヴェ，アレックス・コ

ラン（１７９８－？，『ル・アーヴルの眺め』１８２４，『海辺

の galion』１８２７），英国人のロバーツ（１７９６－１８６４，水

彩による風景画で当時非常な人気を博すが，現在では

忘れられている），ウジェーヌ・ラミ（１８００－１８９０），

カミーユ・ロックプラン（１８００－５５），ポール・ユエ

（１８０３－６９），そしてアンリ・モニエ（１７９９－１８７７）

らがいる。いちばん仲がよかったのは，コランであっ

た。この頃の彼は，若者らしい陽気で，おもしろく，

気の置けない性格が出たかと思うと，陰鬱で，言葉も

しゃべらないこともあったりすると言ったような側面

４ Dubuisson, p. 7
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もあったようである。

彼らは共通する趣味があった。それは中世の物語，

歴史記念物にたいする趣向，また古典期以降のヨー

ロッパ文学，とくにシェイクスピアとウォルター・ス

コット，さらにはフランスの中世を記述した作家モリ

ネ，エングラン，フロワサール，モントルレらに対す

る偏愛であった。この１８２０年代に登場した世代は，フ

ランス大革命とナポレオンの帝政を経験して，ナショ

ナリズムの高まりに深く心を動かされた世代で，フラ

ンス現代社会のルーツをもっと深く極めようと言う志

向に持って行ったということができる。彼らはこうし

てイタリア・ルネッサンスに一方的に拝跪することは

やめて，自分たちの中世の文化に，また１６，１７世紀に

作られた物語にそうした物を求めようとしたものと思

われる。ロマン主義である。

彼らはある意味では緩やかなグループを形成したの

だが，１，２年のうちにボニントンはそこでリーダー

格というか，いちばん目立つ存在になるのである

１８２１年秋，ボニントンは試験をあきらめ，同郷の

ジェイムズ・ロバーツ，そして友人のポール・ユエ，

ロックプラン，そしてコランとともにノルマンディー

とピカルディーをまわる大旅行を計画した。伝統的な

作法にしたがって通過儀礼としてイタリアに旅行する

ことは後回しにしたのである。つまりイタリアよりも

ノルマンディーのほうにもっと絵画的詩情をかき立て

る物があると考えたのかも知れない。あるいは自己の

習得した技術から言って，ノルマンディーのほうが向

いていると判断したのである。こうしたスケッチ旅行

にまず出かけていくということはすでにイギリスの水

彩画家にとっては，ごくあたりまえのことであった

が，フランスではまだごく珍しい現象であった。彼は

すでにイギリス人の水彩画家コトマン，エドリッジ，

プラウトらがノルマンディー，その北のピカルディー

地方をスケッチ旅行して作品集を刊行していたことは

よく知っていたはずである。したがって，彼のノルマ

ンディー旅行の成果がうまくいけば，自己を世間に押

し出すよすがとなるかもしれない，少なくともイギリ

スの公衆の評価を受けるだろうということを意識して

いたのだろう。また，１８２０年のテロール男爵の『ピト

レスク・ロマンティック紀行』の刊行開始によってそ

うした歴史趣味，地方趣味がフランスでも普及し始め

ていた時期である。もっと言えば，彼は古典派との根

本的な決別を実行し，英国の影響を受けてフランスで

も始まりつつあった審美感のエピステモロジックな転

回を非常に敏感に反映したのである。

彼らは友達のリヴェと一緒にセーヌ河畔のマントま

で行った。マントにはリヴェの家族がすばらしい土地

と屋敷を持っていた。ここでボニントンらはリヴェと

分かれて，ルアンからル・アーヴルへの道をたどる。

しかし，その後何度もマントのリヴェの屋敷には行っ

たようである。この当時のセーヌ河の流域は美しかっ

た。まだ風景を汚す工場も何もなく，鉄道が平原を横

切ることもなかった。この旅行によって彼は，海の風

景に対する嗜好を大いに満足させたばかりでなく，歴

史的な史跡に対する好みをいたく刺激された。ウイス

トレアムで彼は海岸の情景をクロッキーで描き写し，

それが現存の彼の油絵の中でもっとも早い≪ウイスト

レアム近郊≫に結実した。またディーヴ＝シュル＝

メールで≪ノートル・ダーム教会前の行列≫を水彩で

描いた。また彼は≪カンのサンソヴェール教会≫の

デッサンも行っているので，海沿いの街道をとおって

南ノルマンディーの方へと向かったのだろう。そのあ

と彼はまた反転して引き返しオンフルールとトゥルー

ヴィル（この当時は浜辺しかなかった）に寄り，セー

ヌ河の河口を渡って，対岸で≪ル・アーヴルの眺

め≫，≪リルボンヌの眺め≫を描いている。この２作

は１８２２年のサロンに入賞し，世間一般の認知を得るこ

とになった。

パリに帰朝すると彼は，フォーブール・サンジェル

マンのシュローの画廊で水彩画の展示会を開いた。

シュローはコンスタブルの『わら車』をフランスに紹

介した功績を誇ることになる画廊である。ボニントン

の出品作は「ほとんど人気のない単なる浜辺に過ぎな

いのだが，繊細な光が震えている」（Ｐ・ドルベッ

ク）と評された。この展示会についてはドラクロワも

触れていて，「シュローの画廊で私は色彩も構成もす

ばらしい水彩画を見た。すでに人並みはずれた魅力が

備わっている」。ボニントンの作品である。

彼は，同じくユラン夫人の画廊でも個展を開いた。

美人のユラン夫人は当時リュ・ド・ラ・ペ（平和通

り）で主に版画の商売をしていた画商で，ボニントン

はのちにユラン夫人のもっともごひいきの画家にな

る。彼の愛人であったという説もある。５ コローがボ

ニントンを発見して，画家になろうという決意を固め

た有名な逸話を作ったのはこの画廊である。コローは

こう話している。この当時，彼は画家という仕事を自

己の一生の仕事にするか，迷っているところだった。

５ Burty, p. 18 note
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その当時は風景画家がそんなに魅力があるとは思わ

れていなかった。ところがそれはセーヌ河岸の眺め

を描いた作品だったが，それを一瞥しただけで思っ

たのは，自然を眺めたときに私をいつも感動させる

もの，自然以外には存在しないものを，この画家は

初めて描き出したということなのです。私は目も覚

める思いでした。この小さい作品が私には啓示でし

た。自然を前にしたときの真摯な態度ということを

発見したのです。この日以来私は，画家になろうと

いう決意を固くしたのです。６

１８２３年夏になると，ボニントンは１回目の旅行の成

功に気をよくして２回目のノルマンディー旅行を企て

る。この時はさらに北に歩を進めてピカルディー地方

まで出向いている。これは作品の素材を求めての旅で

あったが，それはすでに漠然とインスピレーションを

求めるといった物ではなく，彼のところにすでに来て

いた注文をこなすためであった。テロール男爵が『ピ

トレスク・ロマンティック紀行』の第二巻に参加する

ように要請してくれていたし，またスイスの出版業者

オステルヴァルドが企画していた『ノルマンディーの

海岸・港，逍遙集』へも作品を出すことになってい

た。さらには，ユラン夫人が出資を引き受けたボニン

トンのリトグラフィー集『ノルマンディー建築の遺

跡，残滓』（これはテロール男爵の『ピトレスク・ロ

マンティック紀行』のノルマンディー編と区別するた

めに『小ノルマンディー』と呼ばれている）のために

も仕事をしなければならなかった。ボニントンがこの

旅行から持ち帰った水彩画はターナーの作品のもつ空

気のたゆたうような軽やかさ，移り気から影響を受け

たものである。ボニントンはターナーの作品について

「たえず語っていた」という（ポール・ユエ）。この

旅行からは≪オンフルールの港≫，≪浜辺，打ち上げ

られた船，人物≫などの成果がある。彼は弱冠２１歳で

もう，何がしか流行画家，時代の寵児になっていたの

である。

彼が『ピトレスク・ロマンティック紀行』のために

制作したルアンの時計台・大通りを描いた作品はその

やや誇張もはいった遠近法の焦点部分に時計台をおく

構図で，またその商家たちの描写の華やかさはすばら

しいものであり，ロマン派リトグラフの代表作として

名高い。その他，彼が描いた物としては『文書館の

塔』（ヴェルノン），『サンジェルヴェ教会とサンプロ

テ教会の眺め』，『グロ・オルロージュの塔』，『サント

ラン教会』（いずれもエヴルー）などがある。リトグ

ラフはこの頃始まったばかりで，たとえば技法もテー

マもほとんど定まっていなかった。たとえば，初期の

代表的なリトグラフィー作者であるエヴァリスト・フ

ラゴナール，またペルノーは廃墟やイギリス風の荒れ

た庭園を廃墟にして，お涙頂戴か逆におどろおどろし

いシーンを繰り広げてわが国の少女漫画のような世界

を繰り広げる手段としてしか風景を考えていなかっ

た。通俗化したピラネージである。これに対してボニ

ントンは『ピトレスク・ロマンティック紀行』に１５作

ほどしか発表していないが，これで影響は十分だっ

た。その後５０年のリトグラフィーの基本は彼が決定し

たと言われる。まず，そのピトレスクな風景の設定法

もある。また，その描き方においてもそういうことが

言える。彼のリトグラフィー作品はいつも光り輝いて

おり，灰色部分も琥珀色で，それに明るく輝く白があ

り，また黒もニュアンスのある黒であって，決してつ

ぶれた真黒ではない。つまりモノクロでありながら，

非常にニュアンスに富んだ画面を作り出したのであ

る。

１８２４年の７月，彼はふたたびノルマンディーを訪れ

た。コランとニュートン・フィールディングと一緒に

ディエップを訪れた。ちょうどベリー公爵夫人（後

述）がディエップに華々しい入場をするのを見物する

ためであろう。彼は水彩で『ディエップの奥の港』，

油絵で『ノルマンディー海岸のある港』を描いた。こ

の時の制作をもとにしてサロンへの出品は金賞に輝い

た。

１８２４年にボニントンは残りのほとんど大半の時期を

ダンケルクで過ごした。このまちのペリエ夫人のとこ

ろに賄い付き下宿をした資料が残っている。この時期

の彼の油絵は水彩画で表現のできた空気の光加減，透

明さを油絵の中で実現しようとした。しかし，同一の

効果を現すためにも水彩と油絵ではまったく異なった

描き方をしなくてはならない。それを巧みにおこなえ

るようになってきたのである。こうしてあたらしく獲

得されてきた技術は自然と人間を別の物とみなさず，

全てを統一的に見ている。

１８２４年にはパリのサロンでコンスタブルらイギリス

画家の出品作が大量に入賞し，時ならぬイギリス・

ブームが起きたことはよく知られている。しかしこの

年のサロンには他にも注目すべきことがあった。この

年は，広く美術界の支持を狙った王が賞を乱発したせ

６ Dubuisson : Influence de Bonington et de l’école anglaise sur la peinture du paysage en France, cité par Jacques−Sylvain Klein, p. 16
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いで，サロンの枠外でもがいていた諸傾向の画家たち

が一斉にサロンの枠内に入り込んできた年として記憶

されるだろう。また，古典派の巨頭とのちに目される

ドミニック・アングルが≪アンリ４世とスペイン大

使≫（プティ・パレ所蔵）で勝利を収めたことも記憶

に値する。この絵の図柄は，スペイン大使が謁見の光

栄を拝しに来た王が孫たちの馬乗り遊びの馬になって

いるというばかばかしくもほほえましい主題だが，こ

の絵ではっきりしたのは，古典派といえども，もう神

話や聖書に取材した物語ばかり描いてはいられず，近

代以降に取材した物語を表現せざるを得ないことを示

したのである（ボニントンもこの絵には強い感銘を受

けた模様で，翌年に同じテーマの作品を描いてい

る）。それと同じ傾向を表していたのがドラクロワの

≪シオの大虐殺≫であり，これは言うまでもなくギリ

シャ独立戦争という現代史の中の悲劇を主題として取

り扱った物である。つまりこの２４年のサロンというの

は単に風景派の勝利というばかりでなく，従来の古典

的アカデミー的な規範が全般的に崩れていく端緒とな

る時期である。

このとき入賞したイギリス人画家は，当時ロンドン

の王立アカデミーの長であったトーマス・ローレンス

卿をはじめとして，コンスタブル（有名な『わら車』

を含む），ボニントンのほかに，サミュエル・プラウ

ト，Ｊ.＝Ｄ．ハーディング，そしてコプレイとテイ

ルズのフィールディング兄弟がいた。こうした画家た

ちはそれ以前からオステルヴァルドといった画商やパ

リに滞在するジョン・アロウスミス，クロード・シュ

ローといった画商たちが熱烈にイギリスの水彩画家を

パリで売り込んでいたために，ある程度は知られてい

た。こうした人気の沸騰のために，当時ルーヴルの館

長をしていたフォルバンは，主要な英国絵画をいちば

ん大きな部屋（サロン・カレ）に移さざるを得なかっ

たという。

この２４年のサロンで展示された英国人の作品でめぼ

しいものをあげると，

ボニントン：『フランドルのエチュード』，『海景

画』，『アブヴィルの眺め』（水彩），『海景画』（魚を陸

揚げする漁師たち），『砂浜』

コンスタブル：『藁車』『英国の運河』『ロンドン郊

外の眺め』

コプレイ・フィールディング：『サセックス海岸の

ヘイスティングスの眺め』『ロンドン近郊のデット

フォードにおけるテムズ河の眺め』

しかし，批評はあまり芳しくなかった。たとえばあ

る批評家はロレンスの肖像画，コンスタブルの風景

画，ボニントンの海景画をいっしょくたにして，「英

国人たち」にたいして非常に手厳しいことを書いた。

「一定の距離をおいてみると，彼らの絵はなにがしか

の真実をしめしている。しかし，近寄ってみると幻想

は消え失せ，色彩がへたくそに組み合わされており，

粗雑な仕事ぶりしかみることができない。これは退歩

であると私は考える」（クパン，１８２４年のサロン）。

しかしながら，批評のプロではないが絵画にもまっ

たく鋭い目をしていたスタンダール（あのスタンダー

ルである）は，非常に慧眼な批評を書いている。

私は熱烈にコンスタブル氏の作品を褒め称えた。そ

れというのは，「真実」は私にとってある魅力があ

り，それがのっけから私をとらえ，すぐさま巻き込

むからである。ダヴィッド派の愛好者はチュルパ

ン・ド・クリッセ氏の作品を声高に褒めそやしてい

る。とくに『天から追放されるアポロン』を，であ

る。アポロンやミューズを表現しようという古くさ

い発想については言うことがない。それは１９世紀を

誤解しているということだ。私を驚かせたのは，フ

ランスの古くさい趣味の愛好者たちはチュルパン・

ド・クリッセ氏の風景画に真実性があるとしている

ことだ。最初に言っておきたいが，完全な風景画と

は，イタリアの景観をショーヴァン氏のようにデッ

サンし，コンスタブル氏のようなナイーヴさで色を

塗ることである。７

フランス・アカデミーの美術に対する考え方が形骸

化しつつあると考えていた若い世代は，こうしたイギ

リス派の動きを熱狂的に迎えた。たとえば，ポール・

ユエはこう書いている「若い流派のメンバーたち―そ

の数は多いとは言えなかったが――の熱狂は大変なも

のだった。［．．．］われわれがほんの少し前に夢見てい

たことが，突然実現したのだ。しかももっとも美しい

形をとって」８また，この時サロンを訪れた一般公衆

のあいだでイギリス絵画はすばらしい成功を収めた。

かれはらはこの新しい画家たちの若々しい感性に喜

び，また彼らの小ぶりなタブローが彼らのアパートを

飾ることのできる大きさであることにも喜んだ。

７ Cf. Le Paysage, choix de textes présentés par Aline François−colin et Isabelle Vazelle, Paris, 2001, p. 24

８ Cité par Stephen Duffy : Bonington , The Wallace collction, p. 13
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この時のサロンで，ボニントン，コプレイ，フィー

ルディング，そしてコンスタブルは金賞を受賞し，ま

たロレンスはレジオン・ドヌール勲章の騎士メダルを

もらった。また，すでに述べたようにディオラマ系の

画家たち（ダゲール，ブトン）も入選している。この

時の大盤振る舞いは，芸術界での野心に満ちた新王

シャルル１０世が，美術界の支持を取り付け，パリを

ヨーロッパ全体の芸術の都にしようと考えていたから

だと言われている。

しかし，こうした２４年の爆発状態は突然起こったも

のではなくて，すでに２２年頃から風景画の横溢，イギ

リス人画家の大量入賞がおこっていたことは注目に値

する。この時，ノルマンディーの風景を描いて展示し

たのは，ボニントンばかりでなかった。ワトレットは

ノルマンディーの風景を描いたし，リソワはロスニー

にあるベリー公爵夫人の城の情景を描いた。また，こ

の年に興味深いのは，イギリスの風景画を描いたフラ

ンス人の作品がたくさん入賞したことで，その中に

は，ガシー，ラティエール，ジョランらがバースやブ

ライトンといった当時流行し始めていた避暑地の情

景，あるいはその近郊の風景を描いている。つまりこ

の時代には英国とフランスのまさに相互交流がはっき

りと始まっているのである。

１８２４年のサロンがフランス人画家たちにもたらした

ショックは大変な物で，そのうち画家たちは続々と英

仏海峡を渡ってロンドンに赴くようになった。その前

の時代の画家たちが，ローマに行かなければ話になら

ないと思っていたように。まず，ジェリコーとイザベ

イを皓歯として，ロンドンは必ず訪れなければならな

い巡礼地のようになった。

１８２５年の６月，ボニントンとコリンがロンドンに着

いたとき，ドラクロワはフィールディング兄弟，オー

ギュスト・アンファンタン，さらには風刺作家のアン

リ・モニエを伴ってすでにこの地に来ていた。その少

し後になると，イザベイが合流する。

ボニントンとドラクロワは歴史記念物に対する趣味

を共有していたので，ふたりは一緒にウエストミンス

ター寺院の葬送用祭具の類のスケッチをした。また，

ノーマン・コンケスト以降の甲冑について近年重要な

研究書をものしたばかりであるメリック博士の家に行

き，写生をさせてもらったりしていた。こうした若き

ロマン派たちはギリシャやローマを無視し，シャトー

ブリアンやウォルター・スコットの作品を偏愛して，

中世の城主や，騎士，お小姓やトルヴァドールらの物

語を好んだ。そのためにすでに忘れ去られてそうした

時代の服装や甲冑を研究する必要があったのである。

この時彼は機会をみつけて，コンウォールの城まで

行ったものと思われる。

この当時のふたりのデッサンをみると驚くほど似

通っていることがわかる。二人はそろって芝居やオペ

ラに行き，芝居ではボニントンが通訳をしてやった。

またイザベイを伴ってコルヌアイユの城まで見物に

行った。その後，３人は８月にフランスに戻ったが，

ドラクロワはパリに戻ったのに対して，イザベイとボ

ニントンはノルマンディーの海岸沿いに旅行を続け

た。この旅行でボニントンは『ノルマンディー海岸の

眺め』，『ノルマンディーの漁師たち』，『トゥルーヴィ

ルの浜辺』などの作品を残した。トゥルーヴィルを描

いた物としてはこれがもっとも古いものであって，彼

のパレットはこの地の空気の軽やかさをあますことな

く伝えている。秋になると，ポール・ユエとともに

セーヌを下り，野外での制作を試みた。残された作品

の中にはルアン風景（『カテドラル』，『日の出』，『ル

アンのセーヌ河岸』），そして，ラ・ブイユの景色

（『セーヌ沿岸』），そして『キルブフ近郊』がある。

年末になるとドラクロワはボニントンに提案して，

ジャコブ街の彼のアトリエを一緒に使うようにした。

ドラクロワはもちろん好意でボニントンに使わせて

やったのだが，しかしこれはドラクロワにとっても有

利な取引であった。彼は友人のスリエに打ち明けてい

るのだが「この小僧とのつきあいでは得るものがすご

くたくさんあるんだ」９ ドラクロワはこの同居人から

水彩画のテクニックを教わった。そればかりでなく

「生を甘美なものにする特質」を見いだして愛でてい

ただけでなく，その職業的な訓練ぶりの確かさ（フラ

ンス語で「メティエ」という）に驚嘆したのであっ

た。「私は彼の楽々とした描きっぷりと効果の高さの

すばらしい組み合わせに対して，感嘆の念の尽きるこ

とがなかった。彼がすばやく描いていたからというの

ではない。彼は時として完全にできあがった作品を否

定するのだったが，われわれから見るとそれは非の打

ち所のない物だった。しかし彼の熟練ぶりというのは

すごいもので，すぐさま彼の筆の下には，最初の作品

と同じ効果が生まれるのだった」１０ ボニントンはボニ

ントンで，ドラクロワから油絵のテクニック，歴史や

文学に取材する絵画を描く際に必要なテクニックを習

９ 31 janvier 1826

１０ Lettre précipitée à Thoré−Burger
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得したのである。

ボニントンは１８２５年の終わり頃，２６年にイタリアに

赴く前に何点かのノルマンディーを主題とした作品を

仕上げている。そうした作品は全体として，２２，３年

頃に描かれた作品と極端な違いはないが，しかしかれ

がロンドンで見たオランダ，フランドルのコレクショ

ンの影響を受けている。またロンドンではおそらく

ターナーとコンスタブルの絵画をいろいろ見たことだ

ろう。

何点か残っている彼の肖像画があるが，そのうちの

一点，自画像が描かれたのはおそらく２５－２６年のあい

だの冬で，おそらくドラクロワのアトリエで描かれた

のだろうと推定されている。その絵に表現された自画

像には気の弱そうな好男子の顔が描かれている。

また彼は１８２６年にリトグラフ集『スコットランドの

ピトレスクな眺め』をアメデ・ピショの文章で発表し

ている。このリトグラフ集に参加した画家は他に，フ

ランシア，ハーディングがいた。ボニントン自身はス

コットランドには行かず，フランス人画家ペルノーの

デッサンに基づいて制作したものである。

彼は１８２６年の４月４日に出発して，イタリアへの旅

に出た。友人のシャルル・リヴェと一緒である。この

とき注目に値するのは，彼がなによりもまずヴェネ

ツィアを訪問したがり，ヴェネツィアだけにできるだ

け長く滞在することを望んだのである。周知の通り，

英国人にとっても，またフランス人にとってもイタリ

ア滞在の折りは，ローマに行き，ナポリに行き，長期

にわたって滞在することが定番であり，ヴェネツィア

によることはあっても，この街はいくつかのイタリア

の街の一つに過ぎなかったのである。ヴェネツィアは

この当時，ナポレオンの失脚後，オーストリアに占領

されて，政治的な力を失い，町も往事の活気を失って

いたところだった。しかし，いうまでもなくヴェネ

ツィアはそのゴシックを中心とした建築群，その運

河，華やかな色彩を纏った人々，そこに漂う空気まで

もが極めてピトレスクな町である。イギリス人にとっ

てはカナレットの英国滞在などがあり（１７４６－５４），

ヴェネツィアは特別の意味を持つ町であったのであろ

う。しかし，ボニントンがこの時期に，ことさらヴェ

ネツィアにこだわったのにはなにか，不思議な因縁の

ようなものがあるのかもしれない。その少し前，１８１７

年から２０年までヴェネツィアに滞在したバイロンの

『チャイルド・ハロルド』（１８１８）その他の著作に

よって，さらに盛名をはせることとなった。なお，

ターナーはたしかに１８１９年に一度ヴェネツィアに赴い

ているが，この時は数日の滞在であって，彼が本格的

にヴェネツィアを描いた作品を発表するのは３３年と４０

年の滞在のあとのことであり，相当先の話である。

ヴェネツィアはたしかに１０００年の栄華を誇る都市で

あり，しかも喜望峰周りの新航路の発見によってゆっ

くりと没落を始めていたばかりか，町自体が水没して

崩壊の危機にさらされていたから，ロマンティックな

想像力をかき立てるに十分な要素を持っていたことは

疑いない。しかしこの時代，英国とフランスではバイ

ロンらの影響で時ならぬヴェネツィア熱があったので

ある。それは言いかえると，同じピトレスクでも廃墟

に対する関心を中心としたローマ詣でさびれて，もっ

とロマンティックなヴェネツィアへと関心が向かうと

いうことであろう。

しかし，ボニントンとリヴェの旅が１９世紀フランス

の芸術家たちのロマンティックなヴェネツィア旅行の

はしりとなったことは確かである。彼らは，４月４日

にパリを出発すると，ジュラを通ってレマン湖にいた

り，ジュネーヴにとまったりしたあと，シオンをと

おってアルプスを超えた。彼らは１１日にミラノに至

り，そこで１４日まで休憩した。ボニントンは町にあま

り興味を示さず，ひたすらヴェネツィアのことを考え

ていたという。折悪しく雨が降り続いたのである。ボ

ニントンはこの旅行のあいだ中，精神的に極端に不安

定になり，同行のリヴェを困らせた。ヴェネツィアに

やっと辿り着いた後は天気もやや回復したので，彼は

盛んにクロッキーを描き，名前しか知らなかったヴェ

ネツィア派の画家たちの色彩を堪能した。この旅行は

本質的にヴェネツィアだけをめざした旅行と言うこと

が出来る。この旅行によって彼はヴェネツィアの魅力

を非常に巧みに引き出している。

ボニントンの研究家，アルベール・デュビュイッソ

ンはこう書いている。

ヴェネツィアの偉大な画家たちの作品を見たことは

彼に，知らず知らずのうちに大きな影響を与えたこ

とは確かだろう。こうした画家たちのはっきりし

た，大胆な色彩は彼にもっと思い切って進むように

しむけたことだろう。興味深いことだが，ボニント

ンの感嘆の心はカナレットにもグアルディにも向か

わず，ヴェロネーゼに向かうのだった。光り輝く，

明るい色彩に彼は打たれたので，その後の彼の作品

１１ Dubuisson, p.４６
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のいくつかは，なるほどオリジナルなものではある

けれども，ヴェロネーゼのパラオ・ドゥッカーレを

描いた作品のあるものから取られたかのようであ

る。１１

オーギュスト・ジャルはその１８２７年のサロン評でこ

う書いている。

私はこれまで評価されてきたカナレットの作品より

も，こちら［ボニントンの作品］の方を好む。生彩，

堅固，効果，色彩，タッチの多様さ，など全てがこ

こにある。水の様子がすばらしい。人物像はただそ

こに示されているだけだが，偉大なところがある。１２

しかし，それは言ってみればピトレスクな魅力にす

ぎないと，フランスにおける英国水彩画研究の第１人

者であるアンリ・ルメートルはこう書いている。

ボニントンのヴェネツィアは輝きに満ちている。し

かし，それはピトレスクなものに過ぎず，ターナー

の無限性とはまったく似ていない。ボニントンが

ヴェネツィアで見いだしたもの，絵画に描いたもの

は，サミュエル・プラウトがヴェネツィアに見たも

の，ラスキンを魅了したものとほとんど変わらな

い。それはつまりフランボワイヤン式の建築，色彩

の力強い官能性，そして何よりもまずピトレスクな

構成である。この町の建築的布置，輝かしい雰囲気

にはこうしたものが全て揃っているのである。１３

この当時のヴェネツィア熱の様子を示す一例を紹介

したい。ダヴィッドの弟子で後にリュクサンブールの

美術館の創設者になるフォルバン伯爵（１７７７－１８４１）

という人物がいる。彼はこの当時，ルーヴルの絵画部

門の責任者を務め，フランスの美術界で大きな力を発

揮した行政官・画家であり，またローマ等の紀行も発

表しており，フランス美術界の動向にある意味では

もっとも通じている人物であった。１４ 彼は１８２５年に

『ヴェネツィアでのひと月』という作品を発表する。

これは，彼自身が旅行中に描いた絵を９人ほどの画家

に頼んで１５枚のリトグラフィーにしたもので，各リト

グラフィーには２，３ページの解説がついている。

『ピトレスク・ロマンティック紀行』と同じ大きさの

範型であり，その簡約ヴェネツィア版のようなできで

ある。リトグラフィー作者の中にはエヴァリスト・フ

ラゴナールもおり，全体に絵の調子はいかにも『ピト

レスク・ロマンティック紀行』の図柄の中で建物を大

きくし，人物を大きく描いてトルヴァドール調にして

いることを除けば，基本的に同じである。この画集の

なかで興味深いのは，その風景のロマンティックな様

子ばかりでない。この中には，ティツィアーノの『聖

母昇天』の模写が含まれている。それは数年前にヴェ

ネツィアのある教会で再発見されたものだという。ま

た，もう一点ヴェロネーゼの『聖家族』の模写も含ま

れている。その説明の文の中には以下のように読め

る。「ポール・ヴェロネーゼは時，場所，筋の一致を

過度に尊重することはなかった。イタリア，スペイン

の画家たちにはそうしたことは軽視されていたからで

ある。彼らはたいていの場合，何にもましてピトレス

クな効果を狙っていたのである」ここで，「時，場所，

筋の一致」というのは，言うまでもなく古典派の一大

原理である。したがってこの筆者は，「ピトレスクな

効果」のなかに古典派美学を打ち破る原理を見ていた

のであり１５，そのためにヴェロネーゼやティツィアー

ノを援用しようとしていると考えられる。つまりティ

ツィアーノの作品の再発見のエピソードなども偶然的

な要素もあったが，というかこうした偶発的な事件が

注目を浴びたのは，ヴェネツィア派的な表現主義的な

美学が，当時のピトレスク的な発想と共感する物が

あったからであろう。また，それだからこそボニント

ンはヴェネツィアに駆けつけたのであろう。

１２ Cité par Lemaître, p. 343

１３ Lemaître, p. 336

１４ フォルバン伯爵は旅行家としても有名で，特に彼が１８１７年におこなったレバントへの旅は有名である。この時彼はパノラマ

画家プレヴォーとコシュローばかりか，建築家のユオー，さらには僧のフォルバン＝ジャンソンも伴っていた。この旅行でユ

オとミロは足を骨折して，６ヶ月ベッドに伏さなければならず，またコシュローは赤痢のために途中で死亡した（adhémar,

p.39）。この旅行の成果はブトン，フラドナール，ティエノンらの協力を得てリトグラフィー化され，１８１９年に公刊された。

１５ この言葉は実は１７６７年のサロンでディドロがルテルブールの出品作『戦闘』について述べた言葉を使っている。ディドロは

この批評で「これはまさに，時の一致，筋の一致，場所の一致を欠いた絵画ジャンルである」と書いている。注釈者によれば，

これはルヴランがプッサンの『Manne』を批評して，演劇の規則に従っているとしたことと呼応しているという。

Cf. Diderot : Ruines et paysage, Salon de 1767 , p. 388 et note 681

石木：１９世紀ピトレスク派の画家たち（その１）――ボニントンとポール・ユエ（前半）
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また，ボニントンの直後，１８２９年には「フランスの

カナレット」とも称される画家のジュール＝ロマン・

ジョワイヤンがヴェネツィアに渡っていることも忘れ

られない。

よく知られているようにヴェネツィアはスタール夫

人やシャトーブリアンがその魅力を伝えたあと，

ミュッセとジュルジュ・サンドの愛の逃避行の場所

（１８３４年），象徴派の好みの訪問地になる。そういう

意味では，ボニントンは非常に早い部類に属する。ま

た，このあとイギリス人のあいだでもやはりヴェネ

ツィアが人気になるのは周知の通りである。このよう

に，ノルマンディーとヴェネツィアを愛でるというイ

ギリス人の傾向がこの頃，はっきりと出てきたと言っ

てよいだろう。１８２７年のサロンの批評を書いたオー

ギュスト・ジャルは「英国―ヴェネツィア派」の誕生

を指摘している。１６ この指摘はなるほどあたってい

て，周知の通り４０年代にはターナーがヴェネツィアに

ついて数多くの啓示にも似た水彩を描くし，またラス

キンはカレーで上陸してパリの赴く途中に必ずよるピ

カルディー地方のあるカテドラルについて本を書くか

たわら（『アミアンの聖書』），ヴェネツィアについて

何冊かの本を書いた。こうしたイギリス人の嗜好は世

紀末のフランスにおけるラスキン・ブームを経て，マ

ルセル・プルーストへと継承されていく。

ボニントンは１８２６年にはロンドンで始めて作品の展

示を行った。彼の油絵は水彩画の軽やかさ，透明さを

もっていたから，熱狂的な賛辞を受けることになり，

当時の高名なコレクターからの注文をたくさん受ける

ことになった。しかしながら彼は大きなタブローを描

くことができないことが悩みの種であった。彼は官展

に大作を発表して国家買い上げを狙う，という当時の

出世コースには最初から向いていなかったのである。

それで時にはドラクロワが彼を力づけてやらねばなら

なかった。「君は自分の守備範囲では王者であって，

ラファエルさえ君と同じことはできないんだ。他人の

もっている特質や彼らのタブローの大きさを気にかけ

る必要はないのさ。なぜなら君のタブローは真の傑作

だからだよ」１７ しかし考えようによっては，ボニント

ンの小作品は一般の人たちには買い求めやすかったの

だから，アカデミーを相手にせず，一般客を相手に芸

術作品の作成にいそしむという，クロード・モネらの

晩年のスタイルを先取りしていたと考えることもでき

る。

１８２８年の春，ボニントンは最後のノルマンディー旅

行に出る。この時に滞在の成果は『ルアンのサンタマ

ン修道院』，『トゥルーヴィル近郊の salinieres』，『ディ

エップ近郊』などがある。しかしながら彼はセーヌ川

沿いで写生をしていたときに日射病にかかり，イザベ

イ，ユエとの合流をまたずして，パリに戻らなければ

ならなくなった。彼は一時回復したかに見えたが，夏

になると合併症が肺に出て，健康状態が急速に悪化し

た。それまで健康なときならば１時間で描けた水彩画

を描くのにまる二日かかけて，最後の水彩画を描いた

という。この作品『断崖のふもと』は１８２８年８月

６，７日の日付が入っており，ディエップ近くの秘密

基地での密輸業者たちの活動を描いているという。

彼はロンドンに移されたあと，１９２８年９月２３日に両

親に見守られてなくなった。弱冠２６歳である。彼の早

すぎる死は彼の作風が示していたさまざまな可能性を

さらに広く展開することを不可能にした。彼が行った

のは戸口を開けただけであって，その後のことは他の

画家たちがそれぞれに試みたのである。

彼はまた，ロマン派は若死にするという伝説をその

まま実践することになった。イギリスで言えばター

ナーと同じ年に生まれて，ターナーを超える才能を惜

しまれたガーティン，また文学者のキーツ，シェリー

が早世しているし，またフランスではロマン派の最初

の統率者ジェリコーの若死にがあったばかりである。

ドラクロワは以下のように書いて，その死を惜しん

だ。

私見によれば，現代の他の何人かの画家のなかに，

ボニントンのタブローにまさる表現力の力強さ，正

確さを認めることもできるだろう。しかしながら，

こうした現代の画家の中で，あるいは彼以前の画家

の中で，彼以上の仕上げにおける軽やかさを持つも

１６ August Jal : Esquisses, croquis, pochade ou tout ce qu’on voudra sur le Salon 1827 , Paris 1828, pp. 102−7 ここでジャルが「英国―

ヴェネツィア」派の筆頭としてあげているのはドラクロワである。彼の色遣いをヴェロネーゼ，ティティアン，ティントレッ

トらのヴェネツィア派の画家から来たものとみなしている。また，このグループを「若きゴシック派」とも呼び，一つの流派

と見なしてもいる。ドラクロワはある作品でヴェネツィアのドージュたちの間にあった事件を描いている。

Cf, Miquel, Paysage fr. t. I, p. 58

１７ Cité par Dubuisson, p. 91 しかし，これを引用したデュビュイッソンはボニントンの晩年の陰鬱な態度は彼の胸の病気のせいと

している。
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のはいない。特に水彩画においてみられるこの軽や

かさのおかげで，彼の作品は一種のダイアモンドの

ようなものとなり，どんなテーマで何を描いても，

目は楽しみに満たされるのである。１８

彼はイギリスとフランスの双方の絵画的素養をもっ

て仕事をした人であり，またノルマンディーという英

仏双方にまたがった土地で仕事をしたという意味で

も，英仏の絵画をつなぐ鎖の役割をしたといってよい

だろう。こうした彼に位置によって英仏海峡の海岸地

帯で生まれようとしていたあたらしい絵画の生成にか

れはかけがえのない影響をあたえたのである。また，

その絵画としての卓越ぶりで，おそらくジェリコーと

並んで，若い世代を奮起させた功績を忘れることがで

きない。

また，これまで見てきたように彼は水彩画でノルマ

ンディーを中心に絵を描いた点，また経歴的にいって

もどちらかというとイギリスの影響が強い。実際彼は

最後まで英国の国籍を手放さなかったように，自己を

イギリス人として感じていた。しかしながら彼の作品

をみると，なにがしかフランスで身につけた要素を感

じざるをえない。それはある種のモチーフの選び方で

あり，タブローの構成の明快，単純ぶりであり，作品

に一貫性を持たせようとする姿勢などである。彼は時

代の流れに従って転回しようとするフランスとイギリ

スの絵画の流れをうまく結びつける蝶番のような働き

をしたと言うことができるだろう。ちょうどフランス

の風景画の伝統が生彩を失って滅びようとしていたと

きだけに彼の登場は深い意味を持っていたと言うこと

が出来るのだろう。

しかし，彼の作品の国籍の問題は人物の国籍の問題

ともからんでなにかとやっかいな問題を引き起こすの

も事実である。それというのは，現在ルーヴルではボ

ニントンを英国絵画に分類して陳列している。しかし

ながら，彼は１８２０年代に形成されてドラクロワを中心

としたグループの有力な構成員であったという事実も

ある。そうすると，かれだけ切り離して，英国人のな

かに陳列しておいてよいのだろうか，といった問題で

ある。

また，サント＝ブーヴもボニントンについてこう

言っている。「ボニントンのおかげで，明るく輝かし

い光，軽やかな光線が風景画と海景画に満ち，溢れる

ようになった」１９ またボドレールは１９世紀前半のイギ

リスから影響に触れて「英国人の魔術」を語った作家

であるが，後に見るように彼はブダンとヨンキントン

の発見者として言っても良いくらいで，ボニントンの

こうした作家たちへの影響を見抜いていたと言っても

良いだろう。

また，リュシアン・ルポワトヴァンはこう言ってい

る。

彼［ボニントン］の絵と初期のコローの作品の間に

はある一致，ある説明しがたい類似がある。二人と

も，アンリ・ルメートル氏が「ピトレスクな印象主

義」と呼んだものを共有しているのである。非常に

地中海的な光の感覚，構成の明快さ，全体のデッサ

ンの単純さ，各部を総合するときの感覚である。２０

ドラクロワはロマン派の巨匠として知らぬ者とてな

い偉大な存在だが，この頃からゆるやかに形成されて

きた若い画家たちのグループのリーダー格というか，

いちばん目立つ存在であった。実はかれもノルマン

ディーと深い関係にある。それというのも，叔父が

フェカンの近くのヴァルモンの館を所有していて，早

くから父をなくしたドラクロワは幼時からここに毎年

のように夏に出かけたからである。ここで彼は，荒れ

た海，穏やか海を眺めながら，ちょうどシャトーブリ

アンがサンマロで海を前にさまざまな夢想に耽ったの

同じ状態を体験した。彼は「なにもかもが私にロマン

ティックな観念を呼び起こす」と書いている。また，

日記にはこう書いている。「私にとっていちばん現実

的なものは，自分の絵画によって創造するものであっ

て，その他のものはうつろう砂に過ぎない」（１８２４年

２月２７日）こうした海への嗜好が彼をイギリス水彩画

に興味をもたせるきっかけとなったのだろうか。

彼は１８１６年にシャルル・スリエと知り合い，彼から

水彩の技法について手ほどきをうけていた。スリエ

は，２４年のサロンで金賞を受賞することになるコプレ

イ・フィールディングから水彩を習っていたのであ

る。スリエはドラクロワにコプレイとタレースの

フィールディング兄弟を紹介し，タレースはドラクロ

ワと一時期，アトリエを共有することもあった。この

ようにして，彼はフィールディング兄弟から，のちに

はまたボニントンからさまざまな技法を学んだのであ

１８ Cité par Dubuisson, p. 90

１９ Cf. Bonington , musée Jacquemart−André, 1966, p. x

２０ Lepoitevin, Introduction au catalogue de l’ Expo Bonington , Cherbourg, p. 14
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る。

また彼は叔父のすすめで，ゲランの画塾に所属し

て，そこでジェリコーと知り合った。ジェリコーは彼

よりも７歳年上で，もう画学生とはいえない年であっ

たがときどき生きたモデルを描くために，ここに現れ

たという。ドラクロワはこの優れたロマン派の巨匠に

強力に引きつけられるものを感じた。彼は，『メ

デューサ号の筏』の人物のために腕のモデルになって

非常に喜んだ。彼が１８２２年にサロンに出品した『ド

ン・ジュアンの海難』は，『メデューサ』にそっくり

である。ジェリコーはイギリスの絵画事情に詳しく，

ドラクロワは彼からコンスタブルらのことを教わっ

た。そうして，コンスタブルの『わら車』が１８２４年の

６月にパリのアロウシュミットの画廊に展示されてい

るのを見て，非常に強い印象を受けた。とりわけ，こ

の作品の空の部分の透明さ，光に魅惑された結果，彼

はタレース・フィールディングに手伝ってもらい，制

作中の『シオの大虐殺』の空の部分の描き直しをした

という。

２６年には彼はヴィクトル・ユゴーと知り合いにな

り，ロマン派の代表的な芸術家との交流がはじまっ

た。ラマルティーヌ，ヴィニー，ミュッセ，アレクサ

ンドル・デュマ，テロール男爵，ポール・ユエ，サン

ト＝ブーヴ，テオフィール・ゴーティエらである。彼

らはパリでは当初シャルル・ノディエの家に集まり有

名なセナークルを形成したが，もう一カ所夏の集合場

所があった。それは，トゥルーヴィルの近くの海辺の

土地サンガシアン＝デ＝ボワで，ここには『ガゼッ

ト・デ・フランス』誌の編集長をしていたウルリッ

ク・ゲッティンガーの別荘があったのである。ゲッ

ティンガーはパリの文壇で顔が広かったが，どちらか

というとノルマンディー出身の金持ちであり，ロマン

派が好きで好んでかれらを自己の別荘に招待したので

ある。（後述）。

ボニントンはまたコックス，ハーディング，ワイル

ド，ボイスといった英国の画家たちにも強い影響をあ

たえていることを特筆しておきたい。２１

ロザンタールはボニントンの紹介の文章の中で，こ

う書いている。

ボニントンはロマン主義を構成する根本的な要素と

は言わないが，重要な要素の一つをもたらし，絵画

における描画法を再建した。彼の作品歴はあまりに

も短く，あまりにも急速に中断したが，そこには偉

大な思想も，偉大な感情も，偉大な教訓もない。彼

は絵画の全領域を踏査することもしなかった。彼は

大作も詳述も試みなかった。力強い調和も，また天

才にふさわしい行き過ぎもなかった。ただ《描い

た》のみである。２２

２，ポール・ユエ

ボニントンが，グロ男爵のアトリエで知り合った若

き画家仲間にポール・ユエ（１８０３－１８６９）がいる。彼

は作風も，また性格も比較的地味な性格であったの

で，わが国では一般にはあまり知られていない。しか

し，彼のなしたことは風景画の歴史の中で重要であ

る。

彼はパリの左岸のセンジェルマン・デ・プレで１８０３

年１０月３日に生まれ，そこで育ったが，もともと父の

家系はルアンの出であった。母方の祖父もルアンで商

売を営む裕福な商人であった。しかし，父のカンタ

ン・ユエは大革命期のルアンの混乱のなかで破産状態

に陥り，再起を期してパリに出た人であった。ポール

は母が病弱であったためにパリ近郊のショワジー＝ル

＝ロワで寄宿生活を送ることを余儀なくされた。これ

が彼のメランコリックな性格を作る要因になったのか

もしれない。７歳にして母を亡くした。父は息子の教

育に意をもちい，パリの名門中学，高校に入れたが，

当人はそうした学校の古典主義的な教育になじめな

かった。１３，４歳になるとウォルター・スコットを愛

読し，ラテン語で詩を書き，パリの美術館に熱心に

通った。彼は自然を愛し，風景画に興味をもった。パ

リからセーヌをやや下ったムドンのセガン島を愛し，

パリですでにセーヴル橋，サンクルーなどを描いてい

る。サンクルーは，フランスの風景はイタリアの劣る

と言い切った既述のアカデミー派，ヴァランシエンヌ

が好んで習作を描いたところで，当時は風景の美しさ

が有名だったようである。その他，マイナーな当時の

風景画家が好んで描いた場所である。こうした風景画

をサロンに展示した画家の中にはＪ.−Ｆ．ロベールが

いて，彼は１８１２年のサロンに『３つの小品，サンク

ルー，ベルヴュの眺め』を出品しているが，彼はセー

ヴル陶器に絵付けをする仕事をしていたようで，そう

２１ Dubuisson, p. 86 et p. 103

２２ Rosenthal, La Peinture romantique, p. 201

２３ Dorbec, p. 21 note 1
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した技術をもとに絵を描いていたのだろう。しかし，

ロベールの描く絵は「暗箱」を用いたかのように正確

であったという。２３ ポール・ユエは父の故郷であるル

アンの町に対して特別な親しみを感じており，ルアン

出身の画家で早世した天才ジェリコーの絵に早くから

憧れ，１８１８年にははやくもルアンへ旅をして叔父マリ

オンのもとを尋ね，連れられてトゥルーヴィル近くの

ヴィレルヴィルの海岸まで出向いた（この時，『ヴィ

レルヴィルの浜辺』を描いている）。またこの時期か

ら彼は，森の中の情景を描き始めており，このパリの

北の数１０キロのコンピエーニュの森と，南西７０キロの

フォンテーヌブローの森が後に彼のお気に入りの主題

になる。彼は，短期間ゲランの画塾に所属したが，す

ぐ離れざるを得ないことになった。この学校ではジェ

リコーの『メデューサ号の筏』に対する冷たい敵意が

あったのである。師のゲランは，ユエがジェリコーに

対する熱狂を隠さないのを見て，「この学生にはロー

マ賞（当時の画学生の最高の登竜門）は無理だ，せい

ぜい小ヴァン・ローにしかならない」と言ったという

ことをユエ自身が回想している。ユエはこう言われた

ことにひどく傷ついたようで，自己の生い立ちをつ

づった文章のなかで，このゲランの言葉に非常にこだ

わっている。

彼はもちろん熱心にルーヴルに通い，ルーベンス，

ワトー，プサン，クロード・ロラン，ジェリコーらを

愛好したが，当時のアカデミックな絵画にはまったく

共感を覚えることができなかった。しかし，彼はこと

のほか，レンブラントの小振りの風景画に惹かれた。

１８歳で彼は最初の傑作『近衛兵の帰還』を完成する。

これはナポレオンについて遠方で死んだ兄の思い出を

つづったものである。この頃，彼は父を失い，生活に

困窮するようになった。デッサンの家庭教師などをし

ながら，かろうじて糊口を凌いだのである。

彼はグロの画塾に入り直し，ここでボニントンらと

知り合うことになった。ボニントンは彼に英国絵画の

魅力について教えた。１８２１年になるとユエはコランと

ロックプランと一緒にセーヌを下った。彼はこの旅の

間にロッシュ・ギュイヨンの城の内部を描き，また後

に『オンフルールへの道』となる作品のためのエスキ

スを仕上げた。

この時期の彼の作風はしばしばボニントンとよく似

ているところがあり，区別がつかないと言われてい

る。この頃の作品には，そのまま初期の『古のフラン

ス，ピトレスク・ロマンティック紀行』にのせられそ

うな油絵も描いている。しかしながらこれもよく言わ

れることだが，ユエの作風はボニントンに比べて力強

く，風合いの冷静なところがある。彼のスタイルはあ

る意味でかなりできあがっていた。彼は「パノラマ風

な景色を好み，細部にはあまり拘泥せず，景観の全体

的な効果，主調にこだわった」。２４ ボニントンは人に

愉悦をあたえるものがあり，燃え上がる心を感じさせ

るが，ユエはあくまでも冷静である。

１８２２年になると，彼はドラクロワと知り合った。な

にか若者同士がふつうに知り合って，というのでな

く，もっと劇的な知り合い方をしたようである。ドラ

クロワはたまたまユエの奇妙な作品をアカデミー・ス

イスで見て熱狂し，ユエと知り合いたいと考えた。知

り合ったあとは，おおよそひと月のあいだ，『騎士』

を制作中のユエに毎日会いに来たという。この時，ド

ラクロワのほうは『ダンテの Barque』を作成中であっ

た。そうしてユエの絵のすばらしさに驚くと同時にそ

の技巧の未熟ぶり，試みの向こう見ずぶりにあきれる

のだった。このあと，二人の間には４０年にわたる友情

関係が続き，ドラクロワが亡くなったとき，追悼の演

説をしたのはユエであった。またこの年彼は『サンク

ルーの楡の木』（プティ・パレ）を仕上げている。

ユエが描いた『帰還』（１８２１），『騎士』（１８２２）は，

ロマン派風景画の歴史にとってきわめてエポックメイ

キングな作品である。それは，ロマン派全体にとって

１９年のサロンに出品された『メデューサ号の筏』

や，２０年のラマルティーヌによる『瞑想詩集』に匹敵

するものである。

彼は早くからボニントン経由でイギリス絵画の現状

についてある程度通じていたものと思われるが，１８２４

年のコンスタブルの勝利は彼にとっても啓示であっ

た。この当時，画家をめざす若者たちはこの作品にこ

ぞって熱狂したのである。

彼［コンスタブル］の作品の模写が画塾から画塾

へと回って，若い世代を熱狂させた。目から鱗がお

ちた思いがしたのである。初めて人々は田舎生活の

素朴な美しさ，感動的な優美さを描き出すことがで

きたのだ。たどるべき道がはっきりしたのだ。

２，３の勇気ある者たち，ル・ベルジェから，

ジュール・デュプレ，テオドール・ルソーらが前進

を始めた。他の者たちが追随した。当初，小さなグ

ループに過ぎなかったものが勝利の大軍団となる。

こんな風にして，古典主義とロマン主義の横溢して

２４ Henry Marcel : La peinture française au XVI e siècle cité par Klein, p. 25
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いる時代にあって，自然主義が登場したのである。

自然主義は風景画というルートを通って登場したの

だ。（カスタニャリ，１８６９年のサロン）

しかしながら，彼はボニントンやコンスタブルを知

る以前から，サンクルーなどを描いており，そうした

パリ近郊の風景を描くに当たっては，ルーヴルにあっ

たフランスの風景画家や，そればかりでなく，フラン

ドル，オランダの画家たち，とりわけルーベンスやレ

ンブラントを参考にしたことは言うまでもない。ギュ

スターヴ・プランシュはユエが英国派を模倣している

という非難に反対して，こう書いている。

ポール・ユエは解釈の流派に属している。この流派

は今のところ，彼以上に巧妙な代表者を擁していな

い。彼は英国派に属するという人もいる。しかし同

じ信念を抱いていること以外に共通点はない。

［．．．］私見によれば，ポール・ユエ氏は，英国派

を称賛しつつも。この流派の欠陥に陥っていない

し，英国派の光と陰の配置の仕方を認めていない。２５

また，バザルゲットはコンスタブルの書簡の仏訳者で

あるが，彼がこの書簡集に序文を書いたときには，当

のコンスタブルよりもユエのことを持ち上げた。

またポール・ユエ氏がいた。氏は１８３０年代の先駆者

であり，始祖である。画塾の腐った空気を逃げ出し

て，自然の方に顔を向け，自然をわがものとした本

当に最初の人物である。ユエ氏は自らの力，感受

性，率直，オリジナリティでもって，独自の色彩，

多様性を獲得し，キャンバスの上に拡げた。氏はコ

ンスタブルもその創始者の一員とする大いなる覚醒

運動よりも前に，新しい世界を発見した人なのであ

る。２６

しかし，そうはいってもユエがボニントン，フィー

ルディング兄弟らとの交流から多くのものを得たのは

事実だし，またもっと後になってターナーの作品から

強い感銘をうけたのも事実である。もしユエが英国派

と共通するものがあるとすると，それはレンブラン

ト，ロイスダールらのオランダ，フランドル派を共通

の祖先としているばかりでなく，そしてフランスでは

ワトーへの偏愛を共有しているからということも出来

るかもしれない。

やがて彼はこのような新傾向のリーダーと目される

ようになった。彼のおこなう旅行には何人もの画家が

着いてくるようになった。たとえば，１８２５年の旅行に

はボニントンとウルリックが随行し，３人はルアンか

ら，ジュミエージュ，フェカン，ディエップ，そして

アルク城まで出かけた。

しかしながら彼の経済状態は悪化の一途をたどるば

かりだったが，１８２７年には空腹から来た病気のために

死にかけたことまであった。こうした悲惨な状態から

すくい上げるためには彼は友人たち，ドラクロワ，

ヴィクトル・ユゴー，デュマ，サント＝ブーヴらは助

けに入って，彼の作品を売却し，個人教授の口を捜し

てやり，公的援助を求めるなどの救済策をとってやっ

たのである。

彼は回想のなかで，この２７年から３０年の間を，なに

かと大変だったが，実りのある時代として回想してい

る。英国画家のレイノルズがわざわざ会いに来て，二

人の会話が有益であったことは，ボニントンとの友情

も加えて，彼の人生のなかで最良の思い出となる。

また，ベリー公爵夫人が彼の絵を見たときの逸話も

披露している。彼女は，ユエの『騎士』があまりにも

厳しい雰囲気なので好まず，セーヴルでのセーヌ河の

眺めを描いたクロッキーを選んだという。彼は，その

小作品をもとに油絵作品を作ったが，インスピレー

ションが欠けていたために，駄作しか作れなかった。

彼は１８２８年にもノルマンディーを訪れた。この旅で

は途中でボニントンと合流する予定であったがボニン

トンは病気が悪化し，彼らの到来をまたずパリに帰っ

てしまった。

その後のボニントンの死はユエに彼に強い感慨をも

たらしたが，彼はそのままひとり旅を続け，ルアンの

マリオン叔父の元をそのまま訪れた。彼はここで『ル

アンの眺め』を制作する。これが１８２９年の彼のリトグ

ラフ集を飾ることになる。彼はそのままル・アーヴル

まで押しだし，船で海を渡ってオンフルールまで行っ

た。途中，この大河口に殺到する波の壮大な景観に魅

了された。また，こうした大きな波の動きを描き出す

ためには新たなテクニックが必要であると感じた。彼

は妹にこう書き送っている。「こうした景観をキャン

バスの上に描き出すことのできる者が，画家なので

す」この頃彼が試みたエチュードは（『オンフルール

突堤の波』），彼の試みが成功していること，また彼が

２５ Cité par R.−P. Huet, p. 16

２６ Cité par R.−P. Huet, p. 17
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クールベとモネにかなり先行していることを物語って

いる。彼の水彩画（『嵐の接近』，『ヴィレルヴィルの

小エビ漁の漁師たち』）はその自然さ，その新鮮さに

おいてボニントンにさえ勝るとも劣らない境地に達し

ている。

彼はオンフルールでイザベイの息子ウジェーヌに会

い，イーゼルを横に並べて一緒に仕事をした。テロー

ルと英国に同行したあのウジェーヌである。ユエは，

「しばらく彼と一緒にいるだけで，くつろいだ気持ち

になった」と書き記している。イザベイから油絵のエ

スキスの進呈を受けた。この時彼はル・アーヴルで嵐

に遭い，そのときの海の荒れる様子を観察できたので

喜んでいる。この時の印象を彼は姉のリショーム夫人

に書き送っている。

オンフルール，１８２８年６月２１日，土曜日

姉上様，手短に書きます。夜の１０時です。少々疲れ

ているので，ベッドに早く入ろうとしているところ

です。明日，大雨でなければ，早めに起きてヴィエ

ルヴィルで一日，そのあとトゥルーヴィルで２，３

日すごそうと思っているところです。いずれも，オ

ンフルールの海岸の２，３里先にある村です。

［．．．］こちらで，イザベイ氏のご子息に会いまし

た。どこかで彼の噂は聞かれたことがあるかもしれ

ませんが，才能のある若者で，彼と一緒に過ごせる

わずかの時間を共有できて幸せでした。彼はここの

滞在はせいぜい５，６日で，そのあとル・アーヴル

に渡って，そこから８里ほどのところにあるエトル

タに船で行くのです。その後，ル・アーヴルに戻っ

て，ダンケルクに行く予定です。ごらんの通り，彼

の旅程は遠大で，しかも時間が限られているので，

ここにはこれ以上長くはいられないと計算したので

す。［．．．］僕は木曜日の１時に蒸気船でオンフルー

ルに着きました。僕の道行きは非常に幸運なものが

ありました。冗談かとお考えかとも思いますが，，

昨晩，ル・アーヴルのまちの人々は皆，港に出て蒸

気船と旅客の船が港を離れるの眺めたのです。非常

に強い嵐が襲ってきて，たしかに一昼夜しか続かな

かったのですが．．．。僕は幸運にも海辺に立ってこ

の時期には滅多に見られない天気を見ることができ

ました。［．．．］海は到着したときには何の感興もぼ

くに及ぼさなかったのですが，今となっては非常な

喜びを与えてくれます。初日から僕は，夕方，かく

も穏やかでかくも圧倒的な海から別れがたい思いを

抱きましたし，火曜日の一日も僕に忘れがたい思い

出を残すでしょう。海とは実際に大変なスペクタク

ルです。屋根の高さほどもある波はそれほどないの

に，波が打ち寄せて突堤にぶつかるすごい様子，海

岸で石ころを転がしながら立てる轟音，全てが偉大

ですばらしいものです。（p１０４）

この手紙の中で，ユエが初めて見たらしい海の荒々

しい印象をいかにも若々しいロマン派らしく綴ってい

ることは興味深いが，もうひとつ，興味深いことは，

ユエと，そしてイザベイのたどった旅程である。

この旅程の中には『ピトレスク・ロマンティック紀

行』にも，またターナーの作品にもまったく出てこな

かった土地の名が登場する。それは，トゥルーヴィ

ル，トゥック川流域，そしてエトルタである。トゥ

ルーヴィルはセーヌ河口のオンフルールからさらに西

に１０キロほどいったところにあるが，ここは当時は浜

辺だけの場所で細々と漁業をいとなむ寒村であった。

しかもここに至る道は非常な悪路なので，通常オンフ

ルールからトゥルーヴィルまでも船で行ったという。

ちょうど，西伊豆の小さなまちから，この地域の中心

にあたる沼津に行くのにくねくねとした長い海岸線沿

いの狭い道を何時間もかけていくよりも連絡船にのっ

たほうが早いのと同じである。また，このトゥルー

ヴィルで海に流れ込んでいるあまり大きくない川がト

ゥック川で，海から上流に向かって数１０キロをゆるゆ

ると上がっていく川の周囲は広大な緑のボカージュが

拡がっていて，すばらしい眺めをあちこちで堪能する

ことが出来る。また，その後画家たちが競って描いて

有名になったエトルタは，その象が鼻を海に差し込ん

でいるような形をした岩場とちいさな浜辺があるだけ

の部落で，村人たちが文字通り細々と漁業を営んでい

るだけだった。この部落も周囲をファレーズで囲まれ

ていて，フォレーズの上から降りる道がなかったため

に孤立しており，ル・アーヴルとフェカンを結ぶ街道

も遠くを通っていたので，陸の孤島だったのである。

したがって，ここの景観がおもしろいと考える人たち

は，当時は船で行くしかなかった。なお，エトルタ

は，この時船で再訪しようとしているイザベイが数年

前に初めて訪れた土地で，ここを見いだした「発見

者」ということになっているのである。

（論文その１終了）

（参考文献表は，論文完成後に公表の予定）
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１９世紀ピトレスク派の画家たち（その１）

――ボニントンとポール・ユエ（前半）
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要旨

本稿は，フランス・ピトレスクのファイン・アートの部門で重要な役割を果たした画家たち，ボニントンとポー

ル・ユエの紹介である。

フランスでは１７世紀における火山，嵐などの風景画を受けて，１８２０年からは『古のフランス，ピトレスク・ロマ

ンティック紀行』（紀要にて紹介済み）が刊行され，ピトレスク派の勢いは自ずから高まったが，そうした動きを

踏まえてアカデミーの世界で奮闘した二人の画家の紹介を試みる。

フランス育ちの英国人としてボニントンは，水彩画，リトグラフィーでの成功をめざすなかで，ひとびとの美学

的崇拝の対象地をローマからノルマンディー，英国へと向けさせた，ということは，美学の方向性を古典派からロ

マン主義へと展開させる大きな功績のあった人物であるが，夭折してピトレスクの運動の大きな発展をみることが

できなかった。

また，ポール・ユエはエトルタ，トゥルーヴィルなど，その後の印象派の画家たちが好んで描くようになるノル

マンディーの代表的なピトレスクな土地の発見者としてよく知られている（ユエの紹介は，「その２」に続く）
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